
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
様
々
な
立
場
か

ら
の
批
評
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

そ
れ
は
、
著
書
の
主
張
が
明
確
で
し
か
も
新
鮮
・

大
胆
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
本
書
が
す
ぐ
れ

て
高
度
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
七

〇
年
代
の
終
わ
り
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
労
作
で

あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
著
者
に
は
本
書
と
と
く
に
深
く
関
わ
る
も

の
と
し
て
、
「
倭
か
ら
ヤ
マ
ト
政
権
へ
」
　
（
『
日
本

と
朝
鮮
の
古
代
史
』
、
一
九
七
九
）
、
「
東
ア
ジ
ア
諸

国
家
の
形
成
と
国
際
的
政
治
世
界
」
　
（
歴
史
学
研

究
別
冊
特
集
『
世
界
史
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
』
、

一
九
七
九
）
が
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ

る
と
よ
い
と
思
う
。

　
　
　
　
（
B
6
判
　
二
五
〇
頁
　
一
九
七
九
年
九
月

　
　
　
　
　
稿
選
書
　
一
七
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
西
由
良
平
　
日
本
学
徳
振
興
会
奨
励
研
究
員
）

S
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
著

前
川
道
郎
・
玉
腰
芳
夫
訳

　
　
『
建
築
、
そ
の
変
遷
1
…
古
代
・
ー
マ

　
の
建
築
空
間
を
め
ぐ
っ
て
一
』

本
書
は
、
ω
δ
α
Q
窪
①
α
○
δ
＆
o
P
嵐
臓
罫
戚
鷺
ミ
ミ

8
ミ
ミ
　
上
山
動
　
国
頭
3
0
ミ
ミ
煙
　
賊
恥
偽
　
ミ
噛
ミ
ミ
砺
i
b
鳶

ミ
無
論
§
ミ
蕃
9
§
三
身
§
ミ
｝
ド
§
濫
費
§
ミ
鷺
潔
ミ

（
6
鴬
び
一
P
σ
q
①
昌
”
H
㊤
①
O
）
の
邦
訳
で
あ
る
。
著
者
ギ
ー

デ
ィ
オ
ソ
は
ス
イ
ス
入
の
建
築
・
美
術
史
家
で
、

世
界
の
建
築
界
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
憩
§
♪

§
矯
ミ
§
ミ
臥
§
蕊
鷺
ミ
慧
唾
馬
i
§
馬
○
さ
§
鳶
ミ
寒

さ
竃
寄
窺
§
畿
§
（
お
命
）
他
の
著
書
が
あ
り
、

そ
の
い
く
つ
か
は
邦
訳
さ
れ
て
も
い
る
。
彼
は
既

に
一
九
六
八
年
に
世
を
芸
っ
て
お
り
、
本
書
は
彼

の
死
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
遺
著
の
邦
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
邦
訳
で
は
、
訳
者
に
よ
り
意
図
的
に
副
題

が
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
原
著
の
書
名
を
直
訳
す

れ
ば
『
建
築
と
変
遷
の
現
象
－
建
築
に
お
け
る

三
つ
の
空
間
概
念
』
と
な
る
よ
う
に
、
著
者
ギ
ー

デ
ィ
オ
ソ
は
建
築
に
お
け
る
三
つ
の
空
間
概
念
の

展
開
段
階
を
区
別
す
る
。
著
者
自
身
本
書
の
序
論

で
述
べ
て
お
り
、
訳
者
あ
と
が
き
に
も
解
説
さ
れ

て
い
る
が
、
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
一
九
四
一
年
出
版

の
留
§
♪
§
ミ
馬
§
ミ
」
§
ミ
鷺
ミ
。
ミ
恥
に
お

い
て
、
バ
律
ッ
ク
の
空
間
の
払
醐
議
よ
り
始
め
て
、

第
三
の
空
間
概
念
の
開
始
期
と
し
て
の
近
代
の
隠

空
概
念
に
支
え
ら
れ
た
建
築
と
し
て
、
内
部
と
外

部
の
空
間
の
相
貫
現
象
を
詳
論
し
、
次
に
、
一
九

穴
二
年
の
↓
ぎ
h
誉
§
ミ
ミ
鴨
恥
自
警
§
恥
四
馬
咋

帖
§
§
簡
＆
鼠
適
に
お
い
て
、
第
一
の
空
間
概

念
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
と
シ
ュ
メ
ー
ル
を
中
心
に
、

彫
塑
的
形
態
と
し
て
の
外
部
華
実
の
建
築
を
論
じ

た
。
そ
し
て
遺
著
と
な
っ
た
本
書
に
お
い
て
、
第

一
の
空
間
概
念
の
最
終
段
階
と
し
て
の
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
建
築
空
間
を
も
論
じ
な
が
ら
、
し
か
も
近

世
に
つ
な
ぎ
つ
つ
、
焦
点
を
古
代
ロ
ー
マ
に
合
わ

せ
て
、
内
部
空
間
と
し
て
の
第
二
の
空
間
概
念
の

建
築
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
書
は
古
代
ロ
ー
マ
建
築
史
の
極
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
書
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、

訳
老
を
し
て
副
題
を
改
め
せ
し
め
た
理
由
の
一
つ

が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
客
を
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
以
下
の
よ

う
に
な
る
p
序
論
に
続
い
て
第
一
章
で
は
、
彼
の

い
う
第
一
の
空
間
概
念
の
う
ち
の
最
終
相
で
あ
る

ギ
リ
シ
ア
の
建
築
が
論
じ
ら
れ
、
第
二
章
で
は
、

第
二
の
空
間
概
念
へ
の
移
行
期
が
取
り
扱
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
章
が
第
二
の
空
間
概
念
を
扱
う
本

書
の
主
章
と
い
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。
第
二
の
空

間
概
念
と
は
、
古
代
ロ
ー
マ
、
中
世
、
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
そ
し
て
バ
β
ッ
ク
に
共
通
す
る
空
間
概
念
で
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介紹

あ
り
、
そ
の
力
点
は
、
内
部
空
間
に
、
つ
ま
り
空

間
を
割
り
出
す
こ
と
、
同
時
に
、
そ
こ
に
開
口
部

を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
著
者
は
い
う
。
こ

の
第
二
の
空
間
概
念
の
始
ま
り
が
帝
政
ロ
ー
マ
の

建
築
で
あ
る
。
第
三
章
は
十
一
節
に
分
か
れ
、
そ

の
う
ち
第
三
節
よ
り
第
七
節
ま
で
は
特
に
技
術
の

発
達
が
考
察
さ
れ
て
い
て
、
大
建
造
物
を
可
能
に

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
見
と
そ
れ
に
基
づ
く
壁

体
工
法
の
｛
発
展
、
ア
ー
チ
や
ア
ー
チ
門
の
発
達
、

第
二
の
空
間
概
念
を
出
現
せ
し
め
た
と
も
い
う
べ

き
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
パ
ン
テ
オ
ン
（
汎
神
殿
）

を
中
心
と
す
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
架
構
の
新
た
な
る
展

開
、
都
市
構
造
を
変
化
さ
せ
も
し
た
壁
の
鶴
甲
な

ど
に
つ
い
て
、
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
る
。
続
く
二
節

で
は
、
　
「
私
的
生
活
の
構
成
」
と
「
公
的
生
活
の

構
成
」
が
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
若
人
生
活
の
新
し
い
形
式
の
形
成
を
示

す
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
ヴ
ィ
ラ
や
、
紀
元
二
世
紀

の
ロ
ー
マ
の
共
同
住
宅
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

後
者
に
つ
い
て
は
、
民
衆
の
保
養
と
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
施
設
た
る
ア
ム
ピ
テ
ア
ー
ト
ル

ム
（
円
形
闘
技
場
）
や
テ
ル
マ
エ
（
共
同
浴
場
）

が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ア
ム
ピ
テ
ア
ー
ト
ル
ム
に

お
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
日
コ
ロ
ッ
セ
ー

ウ
ム
の
名
で
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
の
そ
れ

が
特
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
二
節
で
は
、

申
世
及
び
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る

ロ
ー
マ
の
建
築
思
想
の
継
承
が
述
べ
ら
れ
る
。
第

四
章
は
前
章
を
う
け
て
移
行
の
諸
現
象
が
語
ら
れ
、

最
後
の
第
五
章
で
は
、
第
三
の
土
塁
概
念
－
彫

刻
と
内
部
空
間
と
し
て
の
建
築
一
l
i
が
説
か
れ
て

い
る
。

　
紹
介
者
は
帝
政
ロ
ー
マ
の
歴
史
研
究
に
従
事
す

る
者
で
、
建
築
学
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
で

あ
る
た
め
、
本
書
に
対
す
る
立
ち
入
っ
た
論
評
は

で
き
な
い
が
、
　
一
読
し
て
み
て
著
者
の
根
本
的
な

主
張
の
明
快
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

訳
者
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
科
学

技
術
の
発
展
に
支
持
さ
れ
て
近
代
建
築
を
推
進
し

た
著
者
ギ
ー
デ
ィ
オ
ソ
が
、
ロ
ー
マ
の
建
築
空
間

を
も
技
術
の
発
達
と
そ
の
勝
利
に
よ
っ
て
説
明
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
世
が
特
に
技

術
的
側
颪
で
ロ
ー
マ
の
水
準
を
喪
失
し
た
た
め
に
、

ロ
ー
マ
か
ら
中
世
へ
の
移
行
に
著
者
は
断
絶
を
認

め
る
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
我
々
の
時
代

へ
の
移
行
は
、
ロ
ー
マ
か
ら
中
世
へ
の
移
行
に
較

べ
て
は
る
か
に
直
接
的
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
が
一
面
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
　
「
ロ
ー
マ
帝
国
の

建
築
は
、
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
に
対
す
る
、
い

や
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
時
代
全
体
に
対

す
る
序
曲
を
形
成
す
る
。
」
と
し
て
、
建
築
を
通

し
て
我
々
の
時
代
に
対
す
る
ロ
ー
マ
の
直
接
的
か

か
わ
り
を
問
う
た
著
者
の
主
張
は
、
歴
史
を
研
究

す
る
者
に
、
反
省
と
よ
り
広
く
深
い
見
方
を
提
示

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
総
じ
て
、
紹
介
老
の
よ
う
に
記
述
史
料
中
心
に

ロ
ー
マ
帝
国
像
を
描
い
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、

本
書
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
実
に
多
か
っ
た
。

二
四
五
枚
に
及
ぶ
図
版
は
本
書
の
理
解
を
大
い
に

助
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
巻
末
に
は
多
数
の
訳

注
が
付
さ
れ
て
い
て
、
本
書
で
扱
わ
れ
る
時
代
の

歴
史
や
文
化
に
不
案
内
な
読
老
に
も
な
じ
み
や
す

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
書
物
の
邦
訳
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
慶
ぶ
と
と

も
に
、
訳
撮
さ
れ
た
京
都
大
学
の
こ
教
説
の
労
を

多
と
し
た
い
。
建
築
学
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
史
の
専

門
家
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
西
洋
文
化
に
関
心
の

あ
る
人
々
に
と
っ
て
益
す
る
と
こ
ろ
大
の
一
書
で
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あ
る
。

是
雰
一
読
を
乞
う
。

　
（
四
六
判
　
四
八
七
頁
　
一
九
七
八
年
五
月

　
　
み
す
ず
書
房
　
六
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
（
南
川
高
志
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

上
智
大
学
イ
ベ
戸

　
ア
メ
リ
カ
研
究
所
発
行

　　H
　　イ

　　ベ

　　ア

　　メ

　　リ

　　カ

　　研

創究
　　asc．
刊

号

　
近
年
、
日
本
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
の
発
展

に
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
七
九
年
三
月
に
は
『
歴
史
学
研
究
』
に
お
い

で
は
じ
め
て
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
近
現
代
史
の
諸

問
題
」
小
特
集
が
組
ま
れ
、
ま
た
一
九
八
○
年
六

月
に
は
、
歴
史
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
研
究
領
域
を

網
羅
す
る
〈
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
会
〉
の
発
足
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
七
九
年
七
月
に

は
、
待
望
久
し
い
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
専
門
誌
『
イ

ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
』
　
（
年
二
回
発
行
）
が
、
上

智
大
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
手
に
よ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
。
本
誌
六
一
巻
四
号
に
お
い
て
紹
介

し
た
『
L
A
研
究
』
　
（
季
刊
）
が
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
専
門
誌
だ
っ
た
だ

け
に
、
こ
の
刊
行
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。

　
と
こ
ろ
で
創
刊
号
は
、
左
記
の
と
お
り
、
四
篇

の
研
究
論
文
、
二
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
欄
お

よ
び
研
究
所
ニ
ェ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
グ
ス
タ
ボ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
著
コ
九
七
〇

　
年
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
の
新
し
い
潮
流

　
－
軍
部
・
教
会
・
カ
ー
タ
ー
外
交
1
」

　
　
水
野
一
著
「
一
九
七
〇
年
代
の
ラ
テ
ソ
ア
メ

　
リ
カ
経
済
－
そ
の
変
化
と
問
題
点
一
」

　
　
O
O
岡
ω
O
　
団
償
算
9
鳥
O
　
．
．
O
ρ
帽
ω
O
ω
　
節
昌
α
　
O
O
昌
一

　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
器
ρ
器
昌
8
。
・
o
隔
昏
①
切
諺
臨
一
壁
⇔
国
8
旨
。
白
一
〇

　
鍔
一
δ
9
Φ
”
累
Φ
α
q
暮
ぞ
①
諺
昭
①
o
富
。
口
巻
①
蜜
。
争

　
①
一
”
、
（
フ
ル
タ
ー
ド
著
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
的

　
奇
蹟
の
原
因
と
結
果
一
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
側

　
面
－
」
）

　
　
エ
ラ
ル
ド
。
ム
ニ
ョ
ス
著
、
辻
豊
治
訳
、
「
従

　
属
一
帝
国
主
義
論
争
に
お
け
る
変
化
と
連
続

　
性
（
一
）
」

　
　
三
橋
利
光
著
「
メ
キ
シ
ロ
革
命
前
の
中
産
階

　
級
の
位
置
づ
け
ー
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
を
中
心

　
と
し
て
一
」
　
（
研
究
ノ
ー
ト
）

　
　
二
村
久
則
著
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
反
米
思

　
想
ー
マ
ル
テ
ィ
と
ロ
ド
ー
に
関
す
る
十
干
の

　
考
察
i
」
　
（
研
究
ノ
ー
ト
）

　
　
〈
資
料
V
日
置
共
同
声
明
（
一
九
七
八
年
一

　
一
月
二
日
付
）

　
　
〈
資
料
〉
ヨ
経
薪
聞
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ル
サ

　
ル
バ
ド
ル
・
ゲ
リ
ラ
の
声
明

　
　
〈
資
料
〉
欝
本
旨
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
日

　
誌
（
一
九
七
八
年
）

　
こ
の
目
次
ほ
ど
、
同
誌
の
性
格
を
端
的
に
表
わ

す
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
研
究
論
文
に

限
ら
れ
な
い
そ
の
構
成
か
ら
は
、
同
誌
が
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
誌
を
め
ざ
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
三

篇
の
論
文
、
す
な
わ
ち
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
論
文
、
水

野
論
文
お
よ
び
フ
ル
タ
ー
ド
論
文
が
研
究
所
主
催

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
事
情
公
開
講
座
に
お
け
る
報

告
論
文
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
同
誌
が
〈
開
か

れ
た
研
究
誌
〉
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
こ
の
創
刊
が
着
実
な
日
常
活
動
の
駈
産

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
個
々
の
論
文
の
内
容
に
立
ち
い
る
紙
幅
の
余
裕

は
な
い
が
、
気
鋭
の
研
究
ノ
ー
ト
自
答
に
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
二
村
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
成
立
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